
 

   

              ３月２０日（火）に総合防災訓練を行いました。今回は 

             ２名の消防隊員が来園し、利用者の皆さんの避難状況 

や職員の対応など確認して頂きまし

た。今回は裏口付近に不審火を発見

したという想定で行いましたが、係の

榮支援員が非常ベルを押し、館内放

送で避難の声掛けをすると避難場所

の本館前に迅速に避難を行う事が出

来ました。避難訓練のあと、利用者さ 

んは多目的ホールに移動をし、消火器や消火ホースを使っての訓練の見学

を行いました。実際に消化器を使い、消火にあたった職員に対し「上手だな

～」との声や拍手が上がり、緊張の中にも笑顔が見 

られました。消火訓練の後はそのまま反省会を行 

い、消防の方から「とてもいい避難でした。」とのお褒 

めの言葉を頂きました。今後も安全かつ迅速に避難 

が出来るように色々な状況を想定した訓練を計画し 

て行きたいと思います。（記事：名島） 

  

（努力賞） 

・里 喜美子さん・・・・書き物や絵など、好きな事に取り組み、楽しんで 

過ごしています。 

・伊元 サチ子さん・・毎回、シーツ交換を頑張りました。 

・神田 和秋さん・・・・食堂の食器の片付けを頑張りました。 

・光  優輔さん ・・・班別活動（サポート）を意欲的に取り組む事がで 

きました。 

・徳  朋裕さん・・・・枕カバーを上手に入れる事ができるようになってき 

ました。 

・古島 春樹さん・・・・クロスバイクを自発的に使い、健康保持に努め 

ています。 

・定原 たず子さん・・キーボードを上手に弾いて楽しんでいます。 

・中田 信枝さん ・・・入院中リハビリを頑張り、元気に退院できました。 

（奉仕賞） 

・永田 三十六さん・・自ら進んで、玄関の靴をきれいに並べてくれまし 

た。 

・島本 誠さん ・・・消し忘れの電気をこまめに消してくれました。 

・田中 國枝さん・・シーツ交換時に自発的にシーツを集めてくれました。 

（親切賞） 

・叶 絹代さん・・ 友達のシーツ交換のお手伝いを頑張りました。 

・圓 初代さん・・ 入所されたばかりの同室者に仲良く話しています。 

                                

  

３月９日（金）毎年恒例の知根（ちね）小学校の体験学習が 

愛の浜園であり、５，６年生の５名の児童の皆さんが今年も元 

気に来園されました。まず、園長先生から愛の浜園の事につ 

いての説明があり、その後、多目的ホールにて利用者さんの 

朝礼に合流。自己紹介をした後、それぞれ、カラオケなどのク 

ラブ活動に分かれ、利用者さんとのふれあいを行いました。短 

い時間ではありましたが、手 

を繋いで散歩に出掛けたり、一緒にレクリェーションを行なった

りしました。昨年１１月には１，２年生も来園されて施設の見学を

行なっています。知根小学校の児童さんとは、この他にも小さ

い頃から地域の行事やそれぞれの運動会で一緒にふれあって

きました。これからもずっとずっとふれあい交流を続け、障がい

を持った方の事を理解して頂けたらと思います。（記事：市田） 

                           

 

 

   

  

 

 

 

・仁島 紀寿さん ・・体調管理を支援員・看護師と頑張り、落ち着いて手

術（白内障）を終える事ができました。 

・柳 輝美さん ・・・・１年間元気に過ごす事ができています。 

・伊元サチ子さん ・・１年間元気に過ごす事ができています。 

・島本 誠さん  ・・・洗濯物を自主的に干す事ができています。 

・岩越 隆道さん・・・・１年間 園歌を元気よく歌いました。 

・定原 たず子さん ・１年間穏やかに楽しく過ごす事ができました。 

・幸 裕次郎さん ・長年に渡り、自力歩行できるように頑張りました。 

・隈元 利彦さん ・・１年間、洗面所の清掃を頑張りました。 

・稲田 吉浩さん・１年間、洗濯の取り組みを頑張りました。（洗濯機の

使用・干し方等） 

・岩越 タツヨさん・ 楽しくリハビリに通い、取り組む事ができました。 

・窪田 健太さん ・楽しくリハビリに通い、取り組む事ができました。 

                              

  

フレンド４が３月１日に開所し、６名の利用者が新たに入所されました。  

平田さん、高さんは奄美で生活したいという強い思いがあり、鹿児島のグル

ープホーム、施設からの入所になります。それに伴い、現利用者さんもホー

ムの移動がありましたので、紹介をしたいと思います。（記事：福山） 

 

・フレンド１：伊元 サチ子さん、満林 アツ子さん、生野 由子さん、 

政岡 りつ子さん   

・フレンド２：勝山 道代さん、濵手 輝代さん、西 順子さん、高 由香さん、

中田 茂代さん、朝谷 テツミさん、 

・フレンド３：中江 公三さん、郁 一男さん、永田 三十六さん、 

岩越 隆道さん、大山 真言さん、東條 和三さん 

・フレンド４：岩切 正さん、禎 文勝さん、坂井 文也さん、用 得美さん、 

平田 広人さん、盛 重和さん 

             

   

 

 

   
 

２日（月）：身体測定・血圧測定 

 ３日（火）：ヘルスタイム 

１７日（火）：避難訓練 

１９日（木）：旧桃の節句 

２１日（土）：男性理髪 

２５日（水）：健康相談 

 年明けから年度末にかけての慌ただしさの中で、やっとグループホーム「フレンド４」が事業開始となりました。この「フレンド４」 
は、グループホームが目指す従来の目的に加え、「奄美出身の障害者を県本土から呼び戻す。」という大きな目的がありました。幸いにも、定員６名中２

名の方を県本土の施設から受け入れることができ、本人たちの「島に帰りたい。」という願いに応えられたことを、大変うれしく思います。 折しも、国立ハ

ンセン病療養所菊池恵楓園（熊本）の「ふるさと奄美に帰る」という絵画展が開催されており、自己流とはいえ、止む無く島を離れていった人々の、故郷

「奄美」に対する熱い想いを感じさせる作品を鑑賞しながら、それぞれの心情に思いを馳せる機会となりました。我々は福祉現場において、「利用者の夢

を叶える」という、最も優先すべき目標にむかって、平成３０年度も頑張ってまいります。ご指導、ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。（施設長：榮野） 
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３月１１日（日）知名瀬（ちなせ）集落のグラウンドゴルフ大会に、愛の浜園からも、我こそは!!…（？）という１５名の職員が参加しました。この日の

天気は晴れ。青い海に青い空、そして緑の山…。大自然の中、絶好のグラウンドゴルフ日和でした。知名瀬集落の子供から大人まで総勢７０名近

くの参加者が、張り切って会場の知名瀬グラウンドゴルフ場に集まりました。マイスティックで参加する地域の皆さんはさすがにどこから見ても上

手そうに見えます。親睦を深める大会とは言えど、できればホールインワンを狙いたい。そう思っている人は私以外にもいたでしょう。しかし、そん

な気持ちとは裏腹になかなか感覚もつかめず、打つのが精いっぱいの私でした。会場では、人のプレイを見ながら「練習していない人の方が上手

じゃがね。」と言って皆で笑ったり、後一打という所では、「よ～りっくゎ。よ～りっくゎ。」（方言訳： 

ゆっくりゆっくり）や「止まれ！止まれ！止まれ！」など、応援したり、転がる球に祈ったり…。あち 

らこちらで色々な声が聞こえ、ホールインワンが出ると一段と大きな歓声があがっていました。結 

果はと言いますと、一位は屋島区長さんでした。講評で屋島区長さんは、「今日は私の為にあり 

がとう。」と初めに挨拶をし、参加者を笑わせてくれました。グラウンドゴルフを通して、いつもお世 

話になっている知名瀬集落の皆さんと楽しい時間を過ごせました。これからもこのように親睦を深 

めて、私たちも地域の為にできる事から協力していきたいと思いました。（記事：大田） 

 

 

３月２４日（土）、平成２９年度 大島地区施設合同研修会が徳之島で開催されました。今回の研修参 

加人数は全体で６２名、その中で愛の浜園からは６名の参加でした。研修のテーマは、「工賃向上のため 

の取り組みについて」鹿児島県社会就労センター協議会かごしま障がい者共同受注センター会長 松久 

保和俊（まつくぼ かずとし）先生の講話や「介護老人保健施設の役割と介護人材確保に向けての取り組 

み」公益社団法人鹿児島県老人保健施設協会事務局長 本山和秀（もとやま かずひで）先生が講話され 

ました。障がいも介護もこれからは、いい人材を確保する為に、事業所が努力しなければならないことを改 

めて感じました。また、研修の中には、グループワークがあり、「工賃向上を目指す事業のプランニング」というテーマで、各グループで架空の事業

所を立ち上げ、工賃２万円以上を目標に運営していく事や各グループの発表を聞き、たくさんの勉強をさせてもら

いました。また、研修会後は、懇親会があり、各事業所のみなさんと親睦を深める事もできました。懇親会の中で

は、愛の浜園の職員だけが余興を披露し、会場を盛り上げましたが・・（話すと長くなりますので・・笑）。この研修会

が、とても充実した研修であった為、園に持ち帰り、２日後の園内研修会で、テーマを決め、ひとりひとりのアイデア

やそれぞれの思いを語りながら、更なる愛の浜園の歩みに繋がる、実りある研修になりました。（記事：辻原） 


